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１．概要（Summary） 

架橋した単一のナノチューブを組み込んだ電界効果ト

ランジスタ構造を利用して、遮蔽効果が励起子ーキャリア

相互作用に与える影響について調査した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
高速大面積電子線描画装置、クリーンドラフト潤沢超純水

付、汎用 ICP エッチング装置、マニュアルウエッジボンダ

ー 
【実験方法】 

まず電子線描画により酸化膜付き Si ウエハにトレ

ンチのパターン描画し、ICP ドライエッチィングを行

うことでトレンチを形成する。金属電極のパターンを

電子線描画し、真空蒸着装置を使って Ti/Pt を蒸着す

る。リフトオフ後、アッシング装置に入れて、表面の

ごみを取り除く。触媒のパターンを電子線描画した後、

CVD プロセスにより CNT を成長する。ウエッジボン

ダ―を使ってデバイスとチップキャリアとを接続す

る。完成したデバイスに対して、ゲート電圧を加えな

がら励起分光測定を行う。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
発光スペクトル（Fig. 1）においてピークの位置が分子

吸着によって低エネルギーにシフトしていることが分かっ

た。特に、分子吸着後には一番強度の強い励起子の発

光とゲート電圧を加えた時に現れるトリオンの発光のエネ

ルギー差が減少しており、トリオンの束縛エネルギーが分

子遮蔽効果によって小さくなっていることが明らかになっ

た。 
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Fig.1 PL spectra of a (10,5) tube in the 
pristine (blue curve) and the adsorbed state 
(red curve) taken under Vg = −1.5 V [1].  


